
2025.11 月号

町
内
へ
き
地
の
小
中
学
校
で

は
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
数
の

減
少
が
予
想
さ
れ
、
修
学
旅
行
に
お
け

る
割
高
な
費
用
負
担
が
保
護
者
に
の
し

か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
旅
行
業

者
か
ら
取
り
扱
い
を
断
ら
れ
教
職
員
に

よ
る
手
配
や
支
払
い
等
、
業
務
負
担
が

増
す
可
能
性
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
以

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
少
人
数
に
よ
る
業
者
の
受
け
入
れ
拒

否
の
実
態
把
握
と
町
の
支
援
策
は
。

⑵
中
学
校
と
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
補

助
制
度
の
内
容
と
制
度
的
な
違
い
に
対

す
る
町
の
見
解
は
。

⑶
少
人
数
に
よ
る
宿
泊
費
・
バ
ス
代
の

高
騰
で
一
人
当
た
り
の
負
担
が
増
す
こ

と
へ
の
町
の
支
援
方
針
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
修
学
旅
行
は
主
に
小
学
校
６
年
生
と

中
学
校
３
年
生
で
実
施
さ
れ
、
学
校
は

旅
行
業
者
に
手
配
を
依
頼
し
て
い
る
。

町
内
で
は
過
去
に
少
人
数
を
理
由
に
予

約
を
断
ら
れ
た
学
校
が
あ
り
、
交
通
機

関
や
宿
泊
先
を
個
別
に
手
配
し
、
対
応

し
た
。
小
規
模
校
で
は
合
同
で
実
施
す

る
取
組
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
修
学
旅

行
は
各
学
校
の
教
育
課
程
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
学
校
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
を
図
り

な
が
ら
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

⑵
⑶
本
町
で
は
中
学
生
の
修
学
旅
行
費

用
に
対
し
、
一
人
当
た
り
７
万
円
を
限

度
に
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い

る
。
今
年
度
の
修
学
旅
行
費
用
に
つ
い

て
、
小
学
校
で
は
保
護
者
負
担
が
平
均

約
３
万
１
千
円
、
中
学
校
で
は
町
か
ら

の
支
援
後
の
負
担
が
平
均
約
３
万
５
千

円
と
な
っ
た
。
小
学
校
が
中
学
校
を
上

回
る
保
護
者
負
担
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
そ
の
要
因
は
貸
切
バ
ス
費
用
の
高

騰
や
参
加
人
数
の
少
な
さ
に
よ
る
一
人

当
た
り
費
用
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
状

況
は
他
市
町
村
で
も
同
様
で
あ
り
、
合

同
実
施
や
交
通
手
段
の
変
更
、
目
的
地

や
宿
泊
数
の
見
直
し
な
ど
の
工
夫
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
負
担
軽
減
支
援
を
継
続
し
、

校
長
会
に
お
い
て
他
市
町
村
の
事
例
を

参
考
に
取
組
方
を
議
論
し
、
必
要
に
応

じ
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
関
わ
っ
て
い

き
た
い
。

帯
広
圏
都
市
計
画
区
域
の
も
と

市
街
化
調
整
区
域
が
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
人
口
減
少
や
社
会
環
境
の

変
化
に
よ
り
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
そ

ぐ
わ
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
今

年
度
末
で
閉
校
と
な
る
途
別
小
学
校
は

市
街
化
調
整
区
域
内
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
制
約
が
再
利
用
計
画
の
妨
げ

に
も
な
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
柔
軟
な
見
直
し
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
空
き
家
の
店
舗
等
へ
の
転
用
を
都
市

計
画
法
の
制
約
で
断
念
し
た
事
例
は
。

⑵
制
定
当
時
と
の
社
会
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
た
市
街
化
調
整
区
域
見
直
し
に

対
す
る
町
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

⑶
途
別
小
学
校
を
核
と
し
た
「
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
」
導
入
に
よ
る
地
域
サ
ー

ビ
ス
・
交
流
機
能
の
再
活
用
の
可
能
性

と
制
度
・
都
市
計
画
と
の
整
合
性
に
関

す
る
町
の
見
解
は
。　

  

町　

長

町　

長  

⑴
平
成
10
年
以
降
、
既
存
建
物
の
利
活

用
相
談
は
２
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
開
発

許
可
基
準
に
適
合
せ
ず
用
途
変
更
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑵
国
の
都
市
計
画
運
用
指
針
に
基
づ

き
、
人
口
増
加
時
に
市
街
化
区
域
の
拡

大
を
進
め
て
き
た
が
、
現
在
は
将
来
人

口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
街

地
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
市
街
化
調
整
区
域
の
編
入
は
困
難

で
あ
る
。
農
業
関
連
施
設
等
の
土
地
利

用
ニ
ー
ズ
の
発
生
時
に
は
、
農
地
と
の

調
整
や
開
発
許
可
制
度
を
活
用
し
、
適

切
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

⑶
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
は
、
生
活

サ
ー
ビ
ス
施
設
等
を
集
約
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
で
結
ぶ
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す
取
組
で
あ
る
が
、
途

別
地
区
で
の
展
開
は
困
難
と
考
え
ら
れ

る
。
閉
校
後
の
途
別
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
開
発
許
可
制
度
を
活
用
し
、
店
舗

や
医
療
施
設
、
公
共
的
施
設
等
と
し
て

の
再
活
用
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

再
質
問  

　

市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
で

は
な
く
、
無
指
定
に
す
る
考
え
は
。

  

答答  

　

単
純
に
区
域
を
外
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
町
域
全
体
や
帯
広
圏
全
体
の
状

況
を
踏
ま
え
た
判
断
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
協
議
や
意
見
聴
取
を
進
め
た
い
。　

答問
必
要
に
応
じ
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
関
わ
っ
て
い

き
た
い

へ
き
地
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
へ
の
支
援
に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

❼

問

塚本　逸彦 議員
（政清会）

答問

開
発
許
可
制
度
等
を
活
用
し
、

適
切
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
く

市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し
に

つ
い
て

問


